
■地方連絡所
東京まではなかなか行けない。しかしどうしても身近な人と話がしたい。そんな問題を解決するために、

遺族の会は地方連絡所を設けています。
東北地方全域のように広い地域もあれば、ひとつの県だけという所もあります。互選でリーダーを選び、

本部との連絡や、地方色あるミニ集会などを実行しています。
本部からも、積極的な支援を行っています。

全国交通事故遺族の会

■所在地　 〒103-0008 東京都中央区日本橋中洲5-1-703
■ 電話/FAX   03-3664-1065
■ URL           http://www.kik-izoku.com

■ 4大目標
● 救済しよう、交通事故被害者とその家族
● 実現しよう、加害者への厳正な法的制裁
● 回復しよう、交通事故犠牲者の人権
● 撲滅しよう、交通事故と自動車公害

●東北地区

●北陸地区
●茨城県
●埼玉県
●新潟県
●静岡県
●東海地区
●三重県

（青森県・秋田県・岩手県・
山形県・宮城県・福島県）

（富山県・石川県・福井県）
（茨城県）
（埼玉県）
（新潟県）
（静岡県）
（愛知県・岐阜県）
（三重県）

「全国交通事故遺族の会」は、交通事故で最愛の家族を奪われた遺族の集まりとして、平成三年、千葉県
に住む医師　井手　渉（いで　わたる）により創設されました。遺族の、遺族による、遺族のための純粋な
ボランティア団体です。所管する官公庁もありません。政治や宗教の影響を受けることなく、そして他団体
や企業などから、一円たりとも支援を受けずに、遺族だけの力で地道に運営しています。営利や名声を目的
としないボランティア精神を、設立以来つらぬき通しています。
私たちが、いつまでも遺族だけの言葉で外部に向けて発言してしたいからです。会の歴史や全国にまたが

る会員層の厚さなど、日本で唯一ともいえる全国的組織、交通事故遺族の自助団体です。
会の活動は大きく分けて三つあります。ひとつは、「悲しみは、それを体験したことのある者にしか共有

しあえない」ということを前提にした、会員どうしの心の支え合いです。ふたつ目は、死んだ家族、すなわ
ち交通事故被害者の権利回復のための運動です。被害者の人権がないがしろにされているのにたいし、加害
者は司法と民事で手厚く保護されています。損害賠償交渉を通じて、事故の真相解明、加害者側への厳しい
制裁などを求めています。
もう一つは、交通事故によってもたらされた様々な問題にたいし、遺族として敢然と立ち向かっていくこ

とです。失った命を無駄にはしたくないという思いは、この世界から交通事故を無くしたい、「事故撲滅」
という理想につながります。遺族にしか出来ない活動を通じて、遺族の悲しみを癒し、遺族と被害者の権利
を回復させ、交通事故のない、安全な車社会の実現に近づけていきます。

■遺族の会の事業活動
「全国交通事故遺族の会」の事業は大きく分けて４つあります。ひとつめは、会員同士が支え合うための

連帯と親睦行事です。具体的には総会や全国大会、また被害者のカテゴリーごと（例　親を亡くした子供の
グループ・伴侶を亡くした人たちのグループなど）のおしゃべり会のようなサークル活動です。支援してく
ださる専門機関などの力をお借りして、グループメンタルケアや、カウンセリングも行っています。団体行
事として、親睦旅行や、音楽鑑賞会なども定期的に行っています。

ふたつ目は、被害者の人権回復や交通事故撲滅を各方面に働きかけることです。官公庁への陳情や、各種
関連行事への参加などを主に行っています。各種国の委員会などにもメンバーとして活躍しています。
また内部に「事故防止ＷＧ」という小委員会を設け、交通事故の撲滅に向け様々な施策に取り組んでいます。
みっつ目は被害者のための支援です。具体的には会員外の被害者や遺族を対象にした電話相談、交通事故

に関連する法律相談、資料の収集と提供、そして裁判になった場合の傍聴支援活動などを行っています。
最後は、会員や一般の方にたいする広報活動です。「いのち」という

機関誌のほか、会員用に隔月のニュースレター「KIK NEWS」を発刊
しています。またホームページを開設して、広く会の存在をアピール
しています。会員間のメーリングリストは、手軽でタイムリーな意見
交換の場として活用されています。
また交通事故問題について、諸外国との連携も模索しています。ヨ

ーロッパなどにおける被害者救済運動などとの連携を探るとともに、
お隣、韓国の被害者団体と相互協力関係が成立しました。

（大阪府・京都府・奈良県・
和歌山県・滋賀県・兵庫県・
岡山県）

（高知県）
（山口県）
（福岡県・大分県・佐賀県・
熊本県北部）

（宮崎県）
（熊本県・鹿児島県）

●関西地区

●四国地区
●山口県
●北九州地区

●宮崎県
●鹿児島県

■事故防止活動
憎むべき交通事故を無くしたい、無くせないまでも少しでも自分たちの力で減らして行きたい。これが遺

族の会の対外的活動母体の「事故防止ワーキング」です。
毎月の会議には、こうした思いのメンバーが多数参加し、積極的な会議を行っています。そして国会や行

政にたいしての広報活動の他、街頭での宣伝などを積極的に行っています。

○　ひき逃げ厳罰化運動　　　　　　　　　　　　　○　生活ゾーン内での事故ゼロ運動
○　高齢者免許問題の検討　　　　　　　　　　　　○　運転免許証のＩＣカード化
○　ドライブレコーダーの普及促進

5月　
大会時の分科会
風景

5月　
春の全国大会
（定期総会）

韓国被害者団体との相互協力調印式

3月　
三重県鈴鹿における
署名運動

5月　
浅草におけるドライブ
レコーダーの実演


